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令和７年 12月 23日本校 

チームたかとく・はくれい 

「なかよく学び すすんで働こう」「希望・意欲・自立」 

子どもの育成を目指して ‐本校 校長たより⑯- 

～自分のできることで、まわりの人を笑顔にしよう！幸せにしよう！～ 

上 松  武 

２学期も 157名一人一人の学びに大きな成果がありました。保護者の皆様や地

域の方々の、当校の教育活動へのご理解とご協力に感謝いたします。そして、日々

試行錯誤を繰り返し、よりよい指導支援を追求した先生方、ありがとうございまし

た。 

■「一生懸命はかっこいい」 ～12/23 ２学期終業式で児童生徒に伝えた話～ 

・77 日間の２学期が終わりました。終業式では、 

どんなことにも一生懸命に取り組んだ姿を写真 

で見て、やっぱりかっこいいね！と振り返りま 

した。そして、「一生懸命」とはどういう姿なの 

かについて、子どもたちから発表してもらいま 

した。子どもたちの考えに加えて、スライドの 

ことも話をしました。 

・今どき「一生懸命」はダサいのかもしれませ 

ん。でも、一生懸命になれるということは、好き 

なことがある証であり、自分自身に自信を持てていることだと私は思っています。 

・これからも、子どもたちの「一生懸命なキラッと輝く姿」をたくさん発見し、「一生懸命な姿 

にさせている先生方のキラッと輝く姿」も同じくらい発見する３学期にしていきたいと思 

っています。 

■子どもに期待する教師の姿 ～小学部４年生 生活単元学習から 

・皆さんは日々の授業にどんな気持ちで取り組んでいますか。先日、小学部４年生の「お 

にぎりづくり」の授業を参観しました。全７時間の単元構成の７時間目でした。 

・５名の児童一人一人が可能な限り自分の力でおにぎり作りを進められるように「写真と 

文字字の手順表」や「iPadで操作しながら進められる手順表」などが手元にありました。 

また、日々の給食の配膳でご飯の量を測りながら盛り付けしていることを生かそうと、 

ある児童にはご飯の量を測るはかりが用意されていました。 

・このような教材教具は、毎時間の反省と改善から生まれたと聞きました。そして、その反 

省と改善の背景には「子どもたちは、きっとできる。きっとやれる」という期待がいつもあ 

ったことを、協議会で知りました。 

・私たち大人が、子どもたちに日々どんな気持ちで接するのかは、とても重要です。子ども 

たちが「期待されている」と感じれば、いつもよりちょっぴり頑張ってみようかと思うで 

しょう。逆に「期待されていない」、あるいは「あ、先生、今日は適当だ」などと感じれ 

ば、子どもたちも力を抜くし適当に取り組むと思います。 

・この授業のように、「あなたは、きっとできる」「私はあなたの頑張りを信じている」というメ 

ッセージを常に伝えながら指導支援していきましょう。 

■「できた」「わかった」を待てる教師の姿 ～中学部 体育の授業から～ 

 ・先日、中学部全体で器械運動に取り組む授業を参観しました。種目は「平均台」「マット」 

Ｑ一生けん命ってどういうこと?!

みなさんへの きたい②

Ａ・たのしく
・ニコニコえがおで
・しんけんに
・しゅうちゅうして
・パワーぜんかいで
・さいごまで あきらめない



2 

 

「跳び箱」の３種目でした。 

 ・参観した授業では、平均台を１年生、マット運 

  動を３年生、跳び箱を２年生と学年ごとに取り 

組んでいました。そして、各種目には３つの段 

階が用意されており、自分の力に応じた学習が 

できる環境設定になっていました。 

 ・どの生徒も「できるようになりたい」「分かるよ 

うになりたい」と必ず思っています。その気持 

ちに応える学習環境を私たち教師がどれほど 

用意できるか。「分かった！ 先生、こうだよね」という生徒たちの学びを私たち教師が 

どれだけ辛抱強く期待して待てるか。私たち教師が生徒から学ばせてもらっています。 

■たかが清掃、されど清掃 ～高等部 清掃技能検定から～  

・「ダスタークロス部門」に３名、「自在ぼうき部門」 

にも３名の生徒たちがそれぞれ挑みました。この検 

定に向けて切磋琢磨してきた技術は、様々な場面で 

生かすことができ、自信にもつながります。 

・近年の人工知能（AI）の進歩は目覚ましく、AIに仕 

事が奪われる時代の到来が現実味を帯びてきてい 

ます。清掃という仕事はそうなるかもしれません。 

清掃の「技術」だけに注目すれば、清掃のロボット 

 に人間はかなわないかもしれません。でも、人間だからこそ高められる「技術」があると 

思います。例えば、気持ちのいい挨拶を清掃の最中に交わしたり、身に付けた清掃技術を 

別の清掃箇所に生かそうとすることができます。 

・単に技術の習得に留まらない、「私たちだからできる術」を強味にできる学びをこれから 

 も追求し、子どもたちに提供していきましょう。 

■寄宿舎生の「今」と「将来」を考えた学び ～寄宿舎指導員「一人一実践研修」から～ 

 ・４月から寄宿舎の重点目標をふまえた指導支援の充実を図ってきていました。その成果 

を「一人一実践」にまとめ、指導員同士で学び合う研修が行われました。 

 ・担当する寄宿舎生の日常生活に関する技能（洗濯の仕方、入浴の仕方など）の習得と向上 

  をねらいとした実践や、手順表などを見て徐々に自分の力で取り組めるようにした実践 

などがあり、中には先生方が目標を立てて舎生と一緒に取り組んだ実践もありました。 

   【例】「○○（指導員の名前）Box」を設置。舎生が指導員と一緒にやりたい余暇活動を 

記入して入れる。「一緒にやってもいい？」と自分が記入していない余暇に参加 

する舎生がいて、舎生同士の会話が一層弾んだ。 

   【例】体のどの部位に、どの薬を塗るのか、分かりやすい視覚支援ツールを活用。入浴 

後と起床後に一人で塗るようになり、習慣化された。 

   【例】単なる配膳作業だけでなく、衛生管理や仲間との協力の観点も加えて実施。配 

膳があることで、爪を短く切るようになったり、舎生同士で配膳の仕方を話し 

合って進めたりできるようになった。 

 ・舎生の今と未来を考えた、実生活に直結した実践が数多く実施されました。ぜひ、実践で 

使用した教材教具を公開し、学校や家庭で生かすように広げていきましょう。 

■これからも、一生懸命に、かっこよく‼  よいお年をお迎えください！ 


